
まえがき

マツカワは冷水性の異体類で，資源量が極めて少ない

ため，北海道では人工種苗放流による資源の増大を図ろ

うとしている。しかし，本種の生態的知見はほとんどな

く，放流効果の波及範囲も明らかになっていない。放流

種苗に標識を装着して移動範囲を明らかにしている例は

ある１，２）が，これらは０歳魚で外部標識を施してのもので

あり，標識脱落などのために３歳魚以上の情報が極めて

少ない。そこで，放流種苗の育成期間を延長し，１～５

歳まで飼育してから放流することで，３歳魚以上の移動

についての知見を得たので概要を報告する。

報告に先立ち，種苗の育成および標識放流に協力をい

ただいた，えりも以西栽培漁業振興推進協議会の会員各

位並びに関係地区水産技術普及指導所の諸氏に深謝する。

材料及び方法

マツカワ１～５歳魚の標識放流は，２０００年１０月から２００６

年５月までに１８回行われ１，７９１尾が放流された（表１）。こ

のうち，放流時年齢が同一で，放流時期と場所が近い放

流群は一括して扱うこととし，A～Iの９放流群にまとめ

て解析した。標識はスパゲティ型を有眼側背部，アトキ

ンス型を鰓蓋部に装着する二重標識とし，発見されやす

いように工夫した。放流は，噴火湾は沖合の水深６０m

前後の地点で，また日高では渚から行った。再捕結果は

２０００年１１月～２００８年３月（最終再捕報告は２００６年１１月）ま

でに漁業者等から報告されたものについて，再捕年齢，

再捕時期，再捕場所別に集計した。なお，再捕場所は北

海道内は支庁別，道外は県別に区分したが，噴火湾内と

津軽海峡及び日本海については独立して扱った（図１）。

また，年齢基準日は４月１日とした。

結果及び考察

各放流群の放流状況

と再捕結果の集計を表

１に示した。再捕率は

１歳魚放流で合計７．６％

（最小４．５～最大１７．０

％，以下同），２歳魚放

流で２１．０％（２．０～３６．７

％），３歳魚放流で１９．２

％（１２．５～３０．０％），４

歳 魚 放 流 で２３．３％

（２０．０～３０．０％），５歳

魚放流では２０．０％であ

り，一つの群の放流尾

数が１０～２００尾であるこ

とを考えるとかなり高

い再捕率であった。こ

れは，二重標識で発見

され易かったことと放

流魚が大型であったこと，さらに本種が希少種で漁獲量

自体が少ないことが要因であると考えられる。再捕時期

は，放流直後と放流翌年が多く，放流３年目以降は極端
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に少なくなった。これは，当歳魚放流の結果１，２）と同様で

あり，外部標識の脱落等が原因であると考えられた。

次に，加齢に伴う再捕場所の変化を見るため，各放流

群の月ごとの再捕場所と再捕尾数を図２に示した。

１歳の１０月に噴火湾で放流した A群と１２月に日高で放

流した B群は，２歳での報告がほとんどであり，再捕場

所は放流場所である日高～噴火湾がほとんどであったが，

B群の一部は６～８月にかけて道東の十勝～根室で再捕さ

れた。

２歳で放流した群のうち，５月に噴火湾で放流した D

群は放流場所内での再捕が多かったが，６月と８月に日

高で放流した E群は放流場所内での再捕のほかに９～１１

月にかけて東側に隣接した十勝へ移動した個体も比較的

多く見られ，３歳時にも同様の場所での再捕が続いた。

１０～１２月に噴火湾で放流した C群では１２～６月にかけて

放流場所周辺と本州の青森県～茨城県で再捕される個体

が多かった。また，放流翌々年の３月と５月にも福島県

と宮城県でそれぞれ１尾が再捕された。

３歳で放流された群のうち，５月に日高で放流した G

群では放流場所内での再捕のほかに５～１０月にかけて道

東の十勝～根室へ移動する個体が見られた。また，１月

と２月には宮城県及び茨城県での再捕もわずかながら見

られた。１１～２月に噴火湾で放流された F群では１～７

月に本州の青森県～茨城県へ移動する個体が比較的多く

見られた。また，翌年の７月には道東の釧路で１個体が

再捕された。

４歳の１１～１２月に噴火湾で放流したH群は再捕個体数

が少なく詳しいことはわからなかった。

５歳の５月に噴火湾で放流した I群は６～９月にかけて

放流場所から東へ移動し，胆振及び日高で再捕された。

また，７月には道東の釧路で１尾が再捕された。

以上の結果から，マツカワの年齢別，季節別の移動に

ついて次の通り想定した。マツカワを北海道えりも以西

太平洋沿岸に放流した場合，２歳秋までは主として放流

場所周辺に分布する。２歳冬以降は，引き続き放流場所

にとどまる個体のほか，広範囲に移動する個体が見られ

始め，３歳以降も同様の傾向が続く。また，このような

広範囲への移動は季節的な傾向を伴い，夏～秋にかけて

は放流場所から東側へ，冬～春にかけては放流場所から

南側，とりわけ本州太平洋沿岸に分布を広げていくもの

と考えられた。

ただし，今回の結果はあくまで標識再捕報告結果から

得られたものである。再捕報告は漁業者からのものがほ

とんどであり，再捕されるかどうかは当該海域の漁業活

動と密接に関係する。今後は，これら漁業の実態もふま

えながら，より詳細な解析をしていく必要がある。
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図２ マツカワ標識放流魚の再捕状況
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